
特別支援学校高等部における
生徒のキャリア形成支援を目的とした
教員研修プログラムの開発 ○今井 彩（明星大学通信制大学院 博士後期課程)

知的障害生徒のキャリア形成を支援する教員の指導力向上を目指した研修の開発・実施とその有効性の検討

教員19名へのアンケート調査

結 果
研修の前後の比較、研修の
受講者と未受講者の比較の
両方から、全体的な傾向と
して研修受講者の指導意識
の向上が見られた。

項目⑩と⑭に関して、統計
的に有意な差が見られた。

生徒のキャリア形成に寄与する現場実習

〇生徒の特性に応じた個別性の高いアプローチの必要性（国立特別支援教育総合研究所, 2010）

〇知的障害のある生徒のキャリア形成に関して、指導・支援することの難しさ（藤井・川合・落合, 2014/ 伊藤, 2019/ 今井・前原, 2022）

〇教員が十分な知識やスキルを習得する機会がないまま進路指導が行われている現状（濱名, 2020）

知的障害のある生徒のキャリア形成を支援する教員側の課題

■ 研 修 内 容 の 検 討

■ 調 査 協 力 者

Ⅹ県特別支援学校（知的障害）7校の高等部教員147名

■ 質 問 紙 調 査

【研究倫理】 明星大学研究倫理審査委員会の承認を得て実施 〈承認番号2024012〉

リフレクションガイド
※本研究・実践発表会にて2023年度発表
※今井・前原（2025）にて有用性を確認

表２ 研修受講有無による指導意識の比較

*p＜0.5

※国立教育政策研究所生徒指導・進路指導研究センター
キャリア教育に関する総合研究

学級・ホームルーム担任調査問９（15項目）を一部改変

※指導の程度→「よく指導している」 ４点
「ある程度指導している」 ３点

「あまり指導していない」 ２点
「まったく指導していない」１点

リフレクションガイドを活用した研修の試行
※Ⅹ県のY特別支援学校高等部教員９名を対象に実施
※研修後の質問紙調査を受けて研修内容を改善

リフレクションガイドについての説明（5分）

キャリア形成段階に応じた現場実習のねらいの設定
（講義5分・ワークショップ10分）

現場実習のフィードバック方法
（講義5分・ワークショップ10分）

実習先からの評価の活用方法
（講義5分・ワークショップ10分）

グループ発表・意見共有（5分）

※研修受講（任意参加）＋質問紙への回答（研修前・研修後12月）８５名

※質問紙への回答のみ（12月）６２名

第３３回職業リハビリテーション研究・実践発表会

研修前後の比較分析
研修受講者・未受講者の比較分析

質問紙調査（調査協力者全員）
202X年12月

研修（研修受講者）
202X年7月～８月

質問紙調査（研修受講者）
202X年7月～８月（研修前）

教員の専門性向上のための研修形態として、
ディスカッションや事例検討、情報交換が
望まれている（藤井ら, 2013）。

→２～４名のグループでワークショップ

対象生徒を１名設定
対象生徒への指導・支援の在り方
について研修内容に沿って協議

現場実習を通した教育実践
について、教員が有効だと
考える指導・支援方法につ
いて整理したもの

参考：今井・前原（2022）
今井・前原（2023a）
今井・前原（2023b）

表１ 研修受講前後の指導意識の比較

*p＜0.5

実施した研修プログラム

現場実習は、実際的な知識や技術・技能に触れることが可能となるとともに、生徒が自己の職業適性や将来設計について考える

機会となり、主体的な職業選択の能力や職業意識の育成が図られるなど、高い教育効果を有するものである（文部科学省, 2019）

考 察
項目⑩より、生徒が、現場

実習での学び（働くこと）と学
校での学びをつなげて考えら
れるようにするための指導を
行う意識が高まった。

項目⑭より、自分の希望す
る進路に向かって、生徒が

目標を設定して行動を起こし
ていくための指導方法につい
て、教員の理解が深まった。

研修が、生徒のキャリア形
成を支援する教員に有効で
あることが示唆された。

★

★

★

★

★


	スライド 1

